
 

国土強靱化 民間の取組事例 324   顧客の生活を支える 

顧客を守る！ ▶顧客の生活を支える 14 商品やサービスに防災機能を付加する 

324 キャンプ用トレーラーハウス、被災地の仮設住宅に 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

NPO法人河口湖自然楽校 
【平成 28年】 

4090005004372 その他事業者 
【宿泊業，飲食サービス業】 

山梨県 

1 取組の概要 

 トレーラーハウスを被災地で住宅支援に活用 

 特定非営利活動法人河口湖自然楽校は、平

成 27 年 11 月、トレーラーハウスを宿泊

施設とするキャンプ施設「レスキュー

RV(Recreational Vehicle)パーク」を河口

湖に整備した。 

 災害時には、トレーラーハウスをレッカー

車で牽引し被災地の仮設住宅  店舗等とし

て提供し、支援活動を行う。平時は、トレーラーハウスを敷地内に設置し、防災訓練、社員研

修、学校教育旅行の宿泊施設として活用できるものとなっている。 

 

2 取組の特徴（特色、はじめたきっかけ、狙い、工夫した点、苦労した点） 

 災害時の被災地支援から住宅支援活動 

 同法人の代表は、阪神  淡路大震災及び東日本大震災の被災地で支援活動を行った際、被災者の

住環境がまったく改善されていないこと、個人の支援では限界があることを痛感した。代表は

自身のアウトドア経験を活かし、防災活動と有事の支援活動を一体化し、継続運営するための

体制づくりを始めた。 

 アメリカの FEMA  アメリカ合衆国連邦緊急事態管理庁）が作成した、「トレーラーハウスを活

用した被災地支援と防災のシステム」をモデルに、災害時の救援活動及び防災訓練の拠点構築

を、自治体が行うクラウドファンディングと民間のビジネス手法を合わせた、日本版スキーム

として構築予定となっている。 

震災時の被災地支援から住宅支援活動 

 同社は、平成 23年に独立行政法人産業技術総合研究所、伊藤忠商事株式会社、伊藤忠テクノソ

リューションズ株式会社  CTCd）、アクセンチュア株式会社、株式会社カンバーランド ジャパ

ン、帝人株式会社、本田技研工業株式会社と、スマートコミュニティコンソーシアム  企業連合

体）を編成した。平成23年 10 月から平成26年 6月まで同社はトレーラーハウスを提供し、

集会所におけるコミュニティ構築、物販＆飲食提供、健康増進プログラム提供等のサービスが

行われる場をつくることに貢献した。 

▲被災地へトレーラーで搬送する様子 



 

顧客の生活を支える  国土強靱化 民間の取組事例 324 

 平成28年の熊本地震においては、被災地である益城町へ、主に要配慮者の福祉避難所として、

２ヶ月という短期的な活用ではあったが、支援メンバーと協力してトレーラーハウス 30 台を

設置した。 

3 取組の平時における利活用の状況 

  同法人は、同施設を、企業研修や防災訓練、サマーキャンプ、ファミリーキャンプ等レクリエー

ション宿泊施設として活用しており、参加者が火おこしや森林トレッキング、カヌー等の体験

を通じ、楽しみながら災害時に役立つスキルを学べるコンテンツも提供して取組の継続性を確

保している。 

4 取組の国土強靱化の推進への効果 

  災害が発生したとき、すぐに被災地に移動することができるトレーラーハウスが同パーク内に

備蓄されることになり、被災地支援を円滑に行うことができる。 

 

5 防災・減災以外の効果 

  ワンランク上の 「RV Urban Camp＆BBQ」の宿泊施設、現代ニーズに合った 「体験型アトラク

ション」の開発、運営、アウトドア型チームビルディングの 「企業研修」の実施、 「エンターテ

イメント型防災教育研修」の企画、運営、安心安全な 「無農薬有機農場」の企画、運営、サポー

ト、インバウンド体験宿泊ツアーの企画、人材養成、派遣、集客ツールのワンストップパッケー

ジ等によって、同法人は都会と地方をつなぐ移住交流コンテンツと広域防災につながるトレー

ラーハウスを活用した国土強靱化対策として、同法人代表が培ってきた人脈とノウハウを活用

し、地方自治体の地域活性に貢献していると考えている。 

6 現状の課題・今後の展開など  

  同法人は、全国の自治体、企業の遊休地、キャンプ場、ゴルフ場、遊休農地  クラインガルデン）

等にトレーラーハウスを分散備蓄し、災害時に集めることで、被災地に仮設住宅公園を開設で

きるよう、この取組を全国展開する計画である。 

7 周囲の声 

  「こういうシステムが日本全国に普及していけば、災害時の準備になるばかりでなく、新しい

コミュニティ運営の実践的ノウハウを獲得する場として活用できる」 三重県キャンプ場代表） 

 「レスキューRVパークのような構想は、国や自治体に任せていると、その実現にこぎつけるま

でに非常に長い時間を要することになる。こういう施設は、熱い情熱と高い理想を掲げかつビ

ジネスとしての採算をしっかり計算できる民間人が始めない限り実現しない。そのモデルケー

スを提示したという意味で非常に高く評価できる。」 トレーラーハウス等販売会社） 

 


